
日本 宗 教 学 会

50周年記念公開講演会

第 39口 学 術 大 会

期 日  昭和55年10月 20日 (月 )～22日 (水)

場 所  国立 教 育 会 館 (東京・虎ノ門)

(開催当番校 東京大学)



1。

2。

3。

4。

5.

お 知 ら せ ・ お ね が い

受付にて名札をお受けとり下さい。大会参加費未納の方は1,000円 をお

納め下さい。記念祝賀会費は4,000円 です。

お荷物は5階のクロークを御利用下さい。

受付に学会本部が出張しておりますので、学会費未納の方はお納め下さ

い 。

発表の 1, 2番前にはその部会々場へおいで下さい。

研究発表は 1人15分、質問時間は5分 となってお ります。発表時間の厳

守をお願い致 します。

6。 研究発表のレジュメ (400字詰 4枚)を部会責任者にお渡し下さい。

(10月 22日 午後 4時半締切。以後は一切受けつけませんので御注意下さい)



日

10月 20日 (月 )'

記念公開講演会 (国立教育会館 6階・中会議室)    13:00～ 16:30

比較宗教学会か ら日本宗教学会へ

鈴 木 範 久 氏 (立教大学教授)

神道研究 と宗教学

上 田 賢 治 氏 (國學院大学:数授)

仏教研究の一課題一一宗教的象徴について

石 田 慶 和 臓 (龍谷大学教授)

日本におけるキリスト教学の展開二一歴史神学と組織神学

小 川 圭 治 氏 (筑波大学教授)

現代宗教の明暗

山 折 哲 雄 氏 (東北大学助教授)

記念祝賀会 (「東海 クラブ」・霞ケ関 ビル33階)     17:30～

10月 21日 (人)

開  会  式   (6階 ・中会議室)       9
研 究 発 表   (4階 ・ 5階)        9
理  事  会   (5階 ・第 1会議室)     17
編 集 委 員 会   (5階 ・第5会議室)     17
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10月 22日 (水)

研 究 発 表 (4階・ 5階)

評 議 員 会 (6階・ 中会議室)

研 究 発 表 (4階・ 5階)

総     会 (6階・ 中会議室)

記 念 撮 影 ( 同 上  )
閉  会  式 (  同 上  )
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10月 21日 (火) 午前 (9:20～ 12:00)

1.シ ユプランガーとワッハの関連性について

2。 民俗宗教におけるカリスマ性

3.教祖と永遠回帰

4.カ リスマ的宗教指導者の形成をめ ぐって

5。 聖俗論にかんする一考察

6.エ リアーデの聖俗論をめぐる一考察

7.身体の問題

10月 21日 (火)午 後 (13:00～ 16:40)

1。 シェーラーの知識社会学と宗教学

2.如来教教典「お経様Jにおける仏教教説

3.宗教学と哲学

4.タ イラーの「霊的存在」について

5。 シャーマンとシャーマニズム

6。 ウエーバー宗教社会学の改訂について

7。 ヴエーバーのEntzauberungの概念について

1。

2.

3.

4。

5.

6。

7.

8.

9。

呪術からの解放と予言者

自然観の諸相

芭蕉における宗教の意味

10月 22日 (水) 午前 (9:00～ 12:00)

日本の宗教学から学べるもの

大乗起信論撰述論争の経過 と問題の展望

中国古代宗教研究

東京学士会院雑誌に見る会員の宗教認識

矢吹慶輝の宗教学

岸本英夫の宗教学方法論

石津宗教哲学の領域と層位

久松真一における宗教と哲学

宗教学の分野と分化

10月 22日 (水)午 後 (13:00～ 15:00)

1.神秘家のことば

2.丹 田,東西思想に於ける行の身体的場

3。 初期無我愛運動の性格について

4。 象徴体系としての医学

5.ア メリカ思想史におけるHOR・ ニーバー

6.60,70年 代のアメリカ宗教

第 1部会 (5階・第 1会議室)

北 川 直 利
候 尋菖勁

島 薗   進 (筑 波 大)

荒 木 美智雄(東京理科大)

川 村 邦 光 (東 北 大)

門 馬 幸 夫 (駒  大)

池 上 良 正
(昇

城学
奨)

田 中 英 三 (静 岡 大)

佐々木   都

村 上 重 良

植 島 啓 司

山 本 春 樹

桜 井 徳太郎

白 井 暢 明

高 野 晃 兆

宇 野 光 雄

堀   美佐子

高 木 きよ子

(筑 波 大)

(慶  大)

(関  大)

(天 理 大)

(駒  大)

(旭川高専)

(杢躍製音)

(Jヒ    リに)

ヤン・スィングドー (南 山 大)

柏 木 弘 雄(松阪女短大)

池 田 末 利(大東文化大)

古 田 紹 欽 (日  大)

芹 川 博 通 (淑徳短大)

脇 本 平 也 (東  大)

前 田   毅 (鹿児島大)

沼 田   隆 (愛知教大)

小 日 偉 一(愛知学院大)

鶴 岡 賀 雄 (東  大)

田 島 照 久 (明 星 大)

三 宅 守 常 (日  大)

島 田 裕 巳 (東  大)

柴 田 史 子 (筑 波 大)

井 門 富二夫 (筑 波 大)
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第 2部会 (5階・第 2会議室)

10月 21日 (火)午 前 (9:20～12:00)

長野の葬送習俗

近世仏教における信仰運動について

都市の仏教行事

越後八海山におけるお座について

盲僧の分布について

盲僧伝承考

壱岐対馬の亀 ト

初期天理教における「建築」の役割

10月 21日 (火) 午後 (13:00～ 16:40)

1.ハ ワイの聖地

2。 雨期 とビルマ僧院

3。 台湾の開拓神について

4。 英国革命期のランターズの平等主義的人間像

5。 ワクフ制度とモスク

6。 イラン革命とイスラムの基礎的諸問題

7。  「蛇― ミコ教」について

8。 庶民信仰における カ`ミ″

9。 教育基本法に違反する宗教教育の実例

10。 宗教法人の社会的責任

H.靖 国神社の宗教性

10月 22日 (水)午 前 (9:00～ 12:00)

1。 新宗教の地方的展開

浜松市における神社神道の一考察

真理実行の教におけるカリスマの死

真理実行会の展開過程

浜松市自成会の事例にみる教祖誕生

都市人の宗教イメージ・試論 A

都市人の宗教イメージ・試論 B
スリランカの上座仏教

グアダルーペの聖母の一考察

10月 22日 (水)午 後 (13:00～ 15:00)

真宗教団の展開と法制度

ハワイ日系人と大師信仰

「憑依」 と「受肉」との解釈上の関連について

中国のチベット政策とラマ仏教

イエス運動の社会心理学

「方舟」事件と信教の自由        /

1。

2.

3。
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山ノ井

後 藤

鷲 見

伊 藤

伊 藤

福 島

椿

関

竹 中

生 野

岡 田

木 田

磯 崎

加賀谷

佐久間

楠 ‐

山 口

日 隈

佐 木

西 山

古 賀

孝 本

対 馬

渡 辺

柄 沢

武 見

前 田

藤 田

中 野

星 野

小 野

中 濃

渡 辺

池 田

信 常

善 應

栄 照

理 文

定 基

寛

光 昭

正 弘

和 孝

威 徳

秋 夫

(大 正 大)

(芝  高)

(慶  大)

(撃 露 巽)

(大阪外大)

(駒  大)

(アに Jヒ  ブt)

(ICU)

(文 教 大)

和

茂 (東 洋 大)

則 (文 化 庁)

貢 (明  大)

人

子 (明学院大)

雄 (慶  大)

子 (慶  大)

学(愛知学院大)

雄 (立  大)

路

雅

行

李

恵

富

毅

紀

博

篤

麿

昭

英

泰

教

康
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1.

2。

3.

4.

5.

6。

7.

8。

第 3部会 (5階・第 3会議室)

10月 21日 (火)午 前 (9:20～ 12:00)

竹庵可観の「宗教」

「テンリンオウノミコト」の称名について

八重山諸島黒島の祭祀組織

栃木県上・下都賀郡の磐裂神社

祝詞をめぐる問題

神前結婚の源流

七世紀に於ける神祇行政

多神教 としての神道の意義

10月 21日 (火)午 後 (13:00～ 16:40)

今様「言霊」論

古代日本人と「自然」の問題

箔・死・誕生,無秩序と秩序

古志王神について

日本における民間陰陽道

修験道と鉱山

日向米良修験 と熊野信仰

初期高野山金岡J峯寺年中行事の特質

近代の修験教学

母なる概念と宗教性

非宗教的生命より宗教的生命ヘ

10月 22日 (水) 午前 (9100～12:00)

宗教経験とその特質

冬 0闇のイメージと宗教研究 (Ro N.ベ ラーとA.K.サ ラン)

ユング心理学における自己実現と宗教

霊的優越者としてのアニマ

日本人の宗教性について

「J悔い改めJ「懺悔」「j~tい」の構造

気分と時間について

ルネッサンス美術における肉体の意味

10月 22日 (水)午 後 (13:00～ 15:00)

金光大神の受難について

他者について

日常性への問い

宗教信仰の論理

「和」の原理について

大 松 博

早 坂 正

加 藤 健

黒 川 弘

金 子 善

平 井 直

鎌 田 純

安 津 素

典(専大北上高)

章 (天 理 大)

司 (国学院大)

賢 (大 正 大)

光儒督墜蒼)

房 (国学院大)

一 (皇学館大)

彦 (国学院大)

棚 次 正 和 (京  大)

大 西   昇(東京工芸大)

フランソフ・マセ (愛 媛 大)

月 光 善 弘(山形女短大)

木 場 明 志 (大 谷 大)

菊 池   武 (大 谷 大)

根 井   浄 (大 谷 大)

日野西 真 定 (高野山大)

宮 家   準 (慶  大)

大 越 愛 子

玉 城 康四郎 (日  大)

松 本

葛 西

久保田

井 桁

管 井

平 野

山 本

住 田

畑

土 井

米 沢

中 本

雲 藤

一 (駒  大)

実 (ICU)

伍 (桜美林大)

碧 (東  大)

果 (立命館大)

國 (新 潟 大)

子 (京  大)

仁 (東 海 大)
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第 4部会 (5階・第 4会議室)

10月 21日 (火)午 前 (9:20～ 12:00)

1.オ リエント古代都市について

2。 古代ギ リシヤの宗教に関する一考察

3。 グノーシスにおける救いについて

4。 古代イタリア宗教の源流

5。 De vera religioneに おける罪について

6。 トマス・アクィナスの創造概念

7。 アンセルムスの立場の特徴について

10月 2:日 (火) 午後 (13:00～ 16:40)

イグナチオの不偏心と禅の無の比較研究

社会変動と聖母のメッセージ

古代中世キリスト教界における戦争観の変遷

カトリック布教神学 (19H-1962)について

救難聖者崇拝の特質について

アダム神話の形態分析

詩篇の編集と旧約宗教史

ヨハネ黙示録から見た「弱者神学」の矛盾点

聖書における「おがむ」の種々相

聖書研究における文芸学的方法

初期ティリッヒの学問体系論にみる神律理念

1。

2。

3.

4。

5。

6。

7。

8.

9。

10.

11。

10月 22日 (水)午 前 (9:00～ 12:00)

1。 ルターにおける律法の用法

2。 Mo Lutherに おける罪に関する一考察

3.シ ュライエルマッハーの大学生活と信仰

4.シ ュライエルマッハーの解釈学と聖書解釈

5。 カール・バル トの『 アンセルム書』について

6.P・ テイリッヒにおける宗教的象徴について

7.チ ャンニングのキ リス ト論をめぐって

8.キ リス ト教教派についての一考察

9.メ ソデ ィズムにおける制度化と分離

10月 22日 (水)午 後 (13100～ 15:00)

1.大いなる然 りの中なる絶対無

2。 光明から妙有へ

3.宗教における「予示」の時間性について

4。 ヒュームの自然宗教について

5。 ヘルダー リンの「平和の祝祭」をめぐって

6。 デイアレクティクとしての絶対批判

市 川   裕 (東  大)

神。原 和 子(東京工芸大)

岡 本   修 (大 正 大)

松 村 一 男 (東  大)

岩 本 一 夫(東京工芸大)

笠 井   貞 (群 馬 大)

高 田 信 良 (愛 知 大)

門 脇 佳 吉 (上 智 大)

石 神 武 信

青 山   玄 (南 山 大)

佐 藤 三 郎 (玉 川 大)

植 田 重 雄 (早  大)

定 形 日佐雄 (立  大)

赤 司 道 雄 (立  大)

木 原 範 恭 (近  大)

クラーク・オフナー

土 屋   博 (北  大)

芳 賀 直 哉

官 庄 哲 夫 (同  大)

加 藤 智 見(東京工芸大)

長 江 弘 晃 (日  大)

築 山 修 道 (大 谷 大)

大 島 末 男

新 藤 泰 男 (筑 波 大)

平 本 洋 子 (文化学院)

小笠原 政 敏(東北学院大)

山 中   弘 (筑 波 大)

山 本

増 山 教

遠 山 諦

村 野 宣

佐々木

氷 見

和

海

虔

男

亮

潔
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第 5部会 (4階・第 2研修室)

10月 21日 (火)午 前 (9:20～ 12:00)

1.十七世紀イギ リス宗教思想の一視点より

2.記述 (description)の二つの次元

3。 哲学における往相と還相について

4.キ エルケゴールの否定性の論理

5。 キエルケゴールに於るニヒリズム克服の問題

6.キ ルケゴールの実存思想

7。 キエルケゴールのソクラテス解釈

10月 21日 (火)午 後 (13:00～ 16:40)

1.キルケゴールにおける罪の意識について

2◆ ゲーテにおける「象徴」について

3.ソ クラテスの新しい神

4.プ ラトンの究極的教説

5。 ヨーロッパ神秘思想と自然

6.ス ピノーザ哲学における倫理

7.パ スカルの信仰における 《CherCher》 と 《trOuVer》

ニーチェの悲劇観

ハイデッカーの「時熟と無」

ヤスパースにおける「表現」の問題

反省と反省以前

10月 22日 (水)午 前 (9:00～ 12:00)

1.カ ントの悪の原理と善の原理について

2。 カントにおける自由と神の要請

3。 カン トの宗教論における信仰の構造について

4.カ ン トとシェリングにおける無について

5。 後期シェリングについて

6。 シェリングと西田幾多郎の自由論

7.初期ヘーゲルにおける実定性の問題

8.フ ッサール初期の現象学について

9。 ブーバーにおける「間」の概念について

10月 22日 (水)午 後 (13:00～ 15100)

1。 生成 と時一キルケゴールを中心 として一

2。 西田哲学における絶対者の性格について

3。 初期西田哲学における「純粋経験」の概念

4.宗教哲学における内在的立場 と外在的立場

5.宗教に於ける価値転換の基礎について

８

９

０

１

玉 井

長 谷

田 辺

工 藤

川 村

荒 井

遠 藤

実(東京工芸大)

当 (京  大)

英(富山医薬大)

延(福井工高専)

子 (京  大)

優 (愛 知 大)

国 (早  大)

北 田 勝 巳(大阪電通大)

岸 田 貫一郎(兵庫女短大)

保 坂 幸 博 (東 海 大)

角 田 幸 彦 (明  大)

中 井 章 子

安 中 隆 徳 (早  大)

道 然 滋穂子 (早  大)

小笠原 由起夫 (東 Jヒ 大)

臼 木 靖 晴 (大 正 大)

北 野 裕 通 (花 園 大)

上 田 閑 照 (京  大)

本 光 信

木 元 久 (大 正 大)

園 聰 麿 (島 根 大)

岡 道比古 (東 Jヒ 大)

村 康 夫(舞鶴工高専)

尾   孟 (大 谷 大)

田 隆 司 (早  大)

多 雅 子 (京  大)

口 龍 男 (早  大)

大 屋 憲 一

海 辺 忠 治

小 坂 国 継

小 山 宙 丸

仁戸田 六三郎

(大 谷 大)

(相愛女大)

(日  大)

(早  大)

(駒  大)

正

正

一旦

永

禾J

鐙

鈴

華

諸

岡

堀

八

気

谷
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1。

2.

3.

4。

5。

6。

7.

大

大

大

宗
研

大

大

正
　
洞
学
正
鞍

東

大

日

曹
宗

大

光

雄

淳

純

元

信

雄

弘

生

　

秀

弘

良

貞

大

宗
研

　

園
大

大

大

大

立
大

島
大

大

大

正

土
学

　

鮮
短

浴

谷

谷

鰈
　
児
擁

園

正

伏

静
粽

　

饉

ｙ
伏

伏

帷

徐
甕

僣

漱
餞

鮭

３
．

４
。

５
．

６
．

７
。

８
。

９
。

０
。

１
。

10月 21日 (火)午 後 (13:00～ 16:40)

1.浄土教における至心について

2.法然浄土教における念と声について

法然における連続と非連続

法然の仏教観

親鸞の相承について

親鸞の救済理解

親鸞における自然法爾の宗教的意義

信仰におけるわれとわれら

近世本願寺と民族宗教

光明主義念佛について

日蓮の救済論 と仏性論

10月 22日 (水)午 前 (9:00～ 12:00)

1。 平安時代の密教と祈雨儀礼

2。 華厳における無凝の教説について

3.一遍の時衆観について

4。  『正法眼蔵随聞記』考

5. 『 正法眼蔵随聞記』私考

6。  ｀
悲思量

″の宗教性

7。 中世における禅宗切紙の資料的価値

8.月 舟宗胡の宅原寺住山時代

9。 禅仏教における宗教的と美術的の側面

10月 22日 (水)午 後 (13:00～ 15:00)

1.日 本仏教の課題

2。 日没する虎と天寿国について

3◆ 勝重経<太子別本疏>について

4.維摩経の一研究

5。 明治初期の仏教における信心箇条の問題
′

6.現代における真宗学の課題

成

一

河

佐

田

中

石

成

ヒツ

望

中

水

高

池

堤

第 6部会 (4階・第 3研修室)

10月 21日 (火)午 前 (9:20～ 12:00)

仏教受容の思想史的前提について

忌みと問答体

大毘慮遮那如来の性格

千観の『十願発心記』について

退耕行勇の弟子

鷲峰法燈国師『相博袈裟記』について

鈴木大拙における「即非の論理」について

ハ イン リ

中 村

林

栗 山

奈 良

中 尾

岡 本

坂 本

坂

水

阿

月艮

経

寺

石

稲

星

藤

渡

上 雅 翁

井 隆 正

満 利 麿

部 正 穏

隆   優

川 俊 昭

田 充 之

垣 不二麿

野 元 貞

吉 慈 海

辺 宝 陽

瀬 良 徳 (大 正 大)

色 順 心 (大 谷 大)

野   潤 (大 正 大)

藤 悦 成(愛知学院大)

中 敬 信

野 東 禅 (豪 泥 霧)

川 力 山 (駒  大)

河 峰 雄(愛知学院大)

デュモリン (上 智 大)

月 一 憲(日 本仏教研)

村 康 隆 (大 正 大)

尾 現 誠
(嬰

天王
吏)

崎 正 芳 (花 園 大)

田 英 俊 (旭 川 大)

玄 立 (龍 谷 大)
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10月 21日 (火) 午前 (9:20～12:00)

1.梵字キリーク Hrih信仰の研究

2.懺法

3。 五部心観の成立について

4。 須弥山の構造について

5.イ ン ドの民俗神

6。  バガヴァッド・ギーターのヤジユニャ

7.五色の道

10月 21日 (火)午 後 (13:00～ 16:40)

1。 ヨーガ哲学における論理的思考について

2。 ヨーガにおける心の階梯について

3。 神秘修行としてのハタ 0ヨ ーガ

4.マ ーンゾーキャ頌におけるマーヤー説

5.カ ビールと謎の詩

6.疎外としての「苦諦」 と「原罪」

7.ラ ーヴァターと観相学

8。 有部における入滅の釈尊と常住の仏身

9。 部派仏教における三乗の菩提 と道

10.ア ビダルマディーパ所引の法句経

H.法 句経に現われた仏陀倫理について

10月 22日 (水) 午前 (9:00～12:00)

1.羅含の「更生論」について

2。 古代中國の宗廟祭祀における禅の所在

3.鹿居士の聖家族

4.  ran stonと gShan ston

5.四部四阿合における四禅説について

6.四分律行事抄における温槃経の位置

7.法華経における信の構造

8.十地経の基層

9。 起信論の経典的背景について

10月 22日 (水) 午後 (13:00～ 15:00)

1.大顛了通の『注心経』について

2. 「信因称報」論争について

3.釈提桓因の教説について

4.教団における在俗者(aramika)について

5。  「宗門十規論」の意味するもの

6。 清弁の仏・菩薩観

第 了部会 (4階 `第 4研修室)

斎 藤

坂 内

八 田

春 日井

斎 藤

西 尾

真 野

山 下

樫 尾

高 島

高 木

宮 元

ル ー ベ ン

部

村

竹 内

栗 原

Jヽ 林

/Jヽ  り||

安 藤

大 澤

塚 本

大 南

橋 本

椎 名

五十嵐

原

松 田

長 嶋

江 島

一万

塚

岡

河

森

吉

松

彦 松(梵字資料研)

龍 雄

幸 雄 (今 宮 高)

真 英(愛知学院大)

昭 俊 (大 正 大)

秀 生 (立命館大)

龍 海 (大 正 大)

幸 一 (大 谷 大)

慈 覚 (阪  大)

淳 (東  大)

哲 也 (筑 波 大)

啓 一 (法  大)

・アビト (上 智 大)

雄 三 (阪  大)

孝 照 (東 洋 大)

章 司 (東 洋 大)

信 行 (大 谷 大)

豊 茂 (島 根 大)

肇 (早  大)

圭 介(大東文化大)

園 照 (花 園 大)

一 乗 (大 谷 大)

正 見(愛知学院大)

伸 雄 (大 谷 大)

啓 祥 (東 Jヒ 大)

龍 昇 (大 正 大)

芳 契
(憂

井県
美)

宏 雄 (駒  大)

大 策
(季

京仏
鷲)

裕 (大 正 大)

真 道 (駒  大)

孝 行(国会図書館)

恵 教爆躍彗実)
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第 3部会 (4階・第 6会議室)

10月 21日 (火)午 前 (9:20～12:00)

阿毘曇心論について

鳩摩羅什の訳経

『弁註』の一考察

道綽と涅槃経

北宗の『観心論』について

現代中国の『二時課誦』の原形と変遷

敦連出土『観無量寿経』古写本について

スリランカの仏教儀礼について

10月 21日 (火)午 後 (13:00～ 16:40)

1.天台教学と老荘批判

2。 五百羅漢について

3.朝鮮仏教に於ける八関斎について

4.高麗均如の一乗思想

5。 大慧宗果の看話禅における対機観

6。 禅観における鏡 と影

7.群疑論における菩提心

吉蔵著書中にみられる絶観について

中国古代における呪術と医術

龍女成仏

私の中国仏教史研究

10月 22日 (水)午 前 (9:00～12:00)

1. 「死者供養」の一考察

2.岩手県南部のか くし念仏・渋谷地派

3. 「六道参 り」の信仰形態

4. 大雄山最乗寺における宗教的形態について

5。 現代都市における祭の拡大と変化

6.三昧耶形

7.ベ ゼクリフの誓願画とその仏陀観

8.奄 美における仏教 と基層信仰

9。 宗教的文化統合と内調整

10月 22日 (水)午 後 (13:00～ 15:00)

1。 敦賀市の「オガミヤ」に関する下考察

2◆ 木曾御嶽行者について

3.ス リ・ランカの祭 り

4.マ レτ華人社会のシャマニズム的宗教集団の加入式

5。 台湾の土地公とマレーシアの大伯公

1.

2.

3。

4.

5.

6。

7。

8.

公

広

祐

　
　
三示
　

　

尭
　
一

谷

力

木

宮

石

田

川

山

智

八

鈴

田

仙

柴

廣

片

魯

良

徳

道

修

祐

寛

良

敏

清

礼

田

端

道

條

井

中

子

谷

山

地

日

池

道

里

中

石

村

金

粟

丸

横

春

８

　

９

　

０

　

１

和 (大 谷 大)

喜
(畿妻還受)

孝 (駒  大)

仁 (大 谷 大)

章 (駒  大)

泰
(襲
幌大
冥)

敏 (大 正 大)

良 (駒  大)

参 (駒  大)

秀 (光華女大)

雄 (東 洋 大)

昭 (駒  大)

道 (駒  大)

生 (大 正 大)

哉 (大 正 大)

道 (駒  大)

秋 (筑 波 大)

恵

智

弓 (東 Jヒ 大)

昭(岩手県立博)

渉
(昇

城学
奨)

英 (駒 大 高)

人 (國學院大)

照 (金沢文庫)

完 (東 Jヒ 大)

雄 (大 正 大)

清 (九  大)

昭 (駒  大)

清 (麗 沢 大)

昭(愛知学院大)

幹 (駒  大)

忠(二松学舎大)

鈴 木

門 屋

高 橋

渡 部

宇 野

真 鍋

村 上

藤 井

野 村

佐 藤

菅 原

赤 池

佐々木

窪

岩

光

正

正

俊

真

正

暢

憲

寿

憲

宏

徳
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国立教育会館・会場案内図

第
４
準
備
室

第 5会議室 1室 1第 4会議室 第2会議室 1 第 1会議室

第6会議室 第3研修室 1 第 2研修室 1室

避難袋

国立教育会館事務室は 3階にあ ります。

第一勧≠銀だ`、〕
二Lピ

鉄    ]1  言倉Fl:J線)
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国立教育会館への交通

・地下鉄 銀座線虎ノ門駅下車徒歩 1分

・地下鉄 丸の内線霞が関駅下車徒歩 5分

・国 電 新橋駅下車徒歩15分

(霞ケ関ビルは国立教育会館のすぐ裏です)

会場案内

・理事会 :第 1会議室 (5F)
・評議員会・総会 :中会議室 (6F)
・研究発表会場

第1部会 :第 1会議室 (5F)
第2部会 :第 2会議室 (5F)
第3部会 :第 3会議室 (5F)
第4部会 :第 4会議室 (5F)
第 5部会 :第 2研修室 (4F)
第 6部会 :第 3研修室 (4F)
第 7部会 :第 4研修室 (4F)
第8部会 :第 6会議室 (4F)

・学会・大会本部 :第 5会議室 (5F)

付 : 5階 エレベーター前

・ クローク :第 7会議室 (5F)

・会員控室 : 中会議室 (6F)、 但 し22日 1200～1300を 除 く。

なお、お問い合せは学会本部にお願い致 します、

〒113 東京都文京区本郷7-3-1東京大学宗教学研究室内

日本宗教学会第39回学術大会準備委員会

TEL 03--812--2111(内 )3765

・ 受

―――- 13 -―一―


